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内容盛りだくさんでお届けします！！

皆
様
の
お
手
元
に
今
年
も「
特
定
健
康
診
査

受
診
券
」が
届
き
始
め
る
頃
で
し
ょ
う
か
？
大

き
な
文
字
で「
令
和
〇
年
度
特
定
健
康
診
査
」

も
し
く
は「
令
和
〇
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
健

康
診
査
の
ご
案
内
」と
表
記
の
あ
る
大
き
な
封

筒
が
毎
年
ご
自
宅
ま
で
郵
送
さ
れ
て
き
ま
す
。

お
手
元
に
届
い
た
ら
間
違
え
て
捨
て
る
事
の

無
い
よ
う
に
、
健
診
を
実
施
す
る
ま
で
は
大
切

に
保
管
し
て
下
さ
い
ね
。（
毎
年
何
名
か
は
捨

て
て
し
ま
っ
た
!!
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

ん
で
す
。）

特
定
健
診
の
み
で
実
施
で
き
る
検
査
内
容

は
思
い
の
外
少
な
く
、
心
電
図（
健
診
で
血
圧

が
診
察
を
受
け
た
ほ
う
が
良
い
と
推
奨
さ
れ
る

値
以
上
の
方
や
、
問
診
な
ど
で
不
整
脈
が
疑
わ

れ
る
方
で
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。）や
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
残
念

な
が
ら
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
毎
年
ち
ゃ
ん

と
健
診
受
け
て
る
か
ら
、
心
電
図
検
査
も
や
っ

て
る
で
し
ょ
?
」と
思
っ
て
い
た
方
が
、
実
は

一
度
も
心
電
図
を
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
例
も
過
去
に
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
一
緒

に
お
勧
め
し
た
い
の
が「
友
の
会
健
診
」と「
名

古
屋
市
委
託
検
診
」の
二
つ
！
友
の
会
健
診
は

名
南
会
独
自
の
も
の
で
名
南
会
健
康
友
の
会

に
ご
加
入（
入
会
費
、年
会
費
無
料
）の
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
る
際

に
、
既
定
の
項
目
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い「
心

電
図
」や
そ
の
他
数
種
類
の
採
血
項
目
等
が

無
料
で
プ
ラ
ス
さ
れ
る
お
得
な
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
健
診
を
実
施
し
て
も
、

心
電
図
や
一
般
的
に
必
要
と
思
わ
れ
る
採
血

項
目
が
漏
れ
て
し
ま
っ
て
は
何
と
も
勿
体
な
い

…
。
健
診
の
意
味
合
い
を
よ
り
良
く
す
る
た
め

に
も
、
こ
の
機
会
に
是
非
友
の
会
入
会
も
一
緒

に
ご
検
討
下
さ
い
！

ま
た
名
古
屋
市
委
託
検
診
は「
ワ
ン
コ
イ
ン

が
ん
検
診
」の
名
称
で
も
知
ら
れ
る
名
古
屋
市

の
検
診
内
容
で
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
検
便
チ
ェ
ッ

ク
、
性
別
・
年
齢
に
よ
り
前
立
腺
や
胃
、
乳
房

の
検
診
も
あ
り
ま
す
。
乳
が
ん
検
診
は
名
南

病
院
の
み
、
胃
が
ん
検
診
は
名
南
病
院
で
は
バ

リ
ウ
ム
、
カ
メ
ラ
に
よ
る
検
査
が
可
能
で
、
名

南
ふ
れ
あ
い
病
院
で
は
バ
リ
ウ
ム
で
の
検
査

が
可
能
で
す
。
そ
の
他
は
名
南
会
各
院
所
で

実
施
可
能
で
す
。

特
定
健
診
だ
け
で
な
く
、
よ
り
充
実
し
た
健

診
内
容
と
な
る
よ
う「
友
の
会
健
診
」や「
名
古

屋
市
委
託
検
診
」を
上
手
に
組
み
込
み
、
皆
様

の
健
康
維
持
・
増
進
に
貢
献
で
き
ま
す
よ
う

サ
ポ
ー
ト
出
来
れ
ば
幸
い
で
す
。

対象は20歳～39歳までの
名古屋市在住の方で､過去一度
も受けた事のない方になりま
す。実施方法は採血。こちら
の検診はクーポン等は届かな
いようなのでご存知ない方が
いたら是非とも教えてあげて
下さい!!

その名も『なごむね』　従来
の撮影より痛みが緩和される
そうですよ!!　名古屋市委託検
診としては2年に1度の実施で
すが､ 毎年のチェックがおすす
めです。（委託検診対象外の年
は自費検診となります）

2 41 3
名南会健康友の会にすでに
ご加入を頂いている方には誕
生日を迎える前月までにバー
スデー健診のおすすめハガキ
をお送りいたします。（4・5・
6月生まれの方は5月に送付い
たします。）受診の際に届いた
はがきを受付にご持参いただ
くと、粗品を進呈いたします。

名南病院の乳がん
検診では最新の
マンモグラフィ機器
を導入!!

バースデー健診が
おすすめ！！

2021年10月より
『ピロリ菌検査』が

できるようになりました！

友の会健康づくり
スタンプラリー
対象イベント

名南会健康友の会では健康
づくりスタンプラリーを実施
しています。所定のスタンプ
を集めると粗品がもらえるイ
ベントですが、健康診断もスタ
ンプラリーの対象となります。
健康診断を受診してスタンプ
をゲットしましょう！！

おすすめポイント!!

健康診断担当の
看護師より
ご案内！！

6月号

もくじ

年に一度の
健康チェック

今年今年もも始まります始まります

年齢 加入している保険 送付方法 送付時期 送付時期

40歳～
74歳まで 国民健康保険

市から受診券が
届く

5月末～ 6月に
かけて送付

6/1～
翌年3/31まで

75歳以上 後期高齢者医療保険
市から受診券が

届く
5月末～ 6月に
かけて送付

6/1～
翌年3/31まで

40歳～
74歳まで

協会けんぽ扶養家族
加入している保険会社に
より対応が異なる

4/1～
翌年3/31まで

名古屋市国民健康
保険加入の方

名古屋市国民健康保険、後期高齢者医療保険のどちらの
加入期間でも使用可能な共通受診券が送付される

上記以外の方

4月～
9月生まれの方

自身の誕生日を過ぎた約
2ヶ月後に“後期高齢者受
診券”が送付される

自身の誕生日以降
翌年3/31まで

10月～
3月生まれの方

例年通り5月末～ 6月に
かけて送付されてくる
か、取得手続きを取り、
従来の健康保険にて健康
診断を受診する

6/1～自身の
誕生日前日まで

その他、健康診断の

【受診券について】 【年度途中に75歳の誕生日を迎える方【年度途中に75歳の誕生日を迎える方（名古屋市の場合）（名古屋市の場合）】】

＊名古屋市国民健康保険の資格を9月末日までに取得された方が対象。＊名古屋市国民健康保険の資格を9月末日までに取得された方が対象。※医療機関を指定される場合あり※医療機関を指定される場合あり

※
名
古
屋
市
在
住
の
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方（
40

歳
〜
74
歳
ま
で
）・
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
市
民
を
対
象
に
受
診

券
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
協
会
け
ん
ぽ
保
険
の
扶
養
に
入
っ
て
い
る
方（
同

じ
く
40
歳
〜
74
歳
ま
で
）も
対
象
で
す
が
受
診
券

発
行
に
関
し
て
は
会
社
に
申
請
が
必
要
な
事
も

あ
る
よ
う
な
の
で
各
自
ご
確
認
下
さ
い
。

※
75
歳
を
迎
え
る
年
の
方
は
、い
つ
も
と
受
診
券
の

送
付
時
期
･
使
用
期
限
が
異
な
り
ま
す
。
誕
生

月
に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

※
22
年
度
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
延
長
使
用
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

※
委
託
検
診
の
詳
細
は
受
診
券
と
同
封
さ
れ
て
い

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
ご
確
認
下
さ
い
。

※
風
し
ん
抗
体
検
査
が
ま
だ
未
実
施
の
方
は
、
健

診
と
同
時
に
で
き
ま
す
の
で
お
声
掛
け
下
さ
い
。
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税
金
と
社
会
保
険
料
・
介
護

保
険
料
、
物
価
上
昇
な
ど
支
出

は
増
え
る
一
方
で
、
年
金
・
生

活
保
護
費
な
ど
収
入
は
下
が
っ

て
い
く
一
方
で
す
。
デ
フ
レ
か

ら
の
脱
却
が
で
き
な
い
ま
ま
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る

経
済
の
停
滞
で
、
生
活
は
苦
し

く
な
っ
て
い
く
一
方
で
す
。

生
活
保
護
に
な
る
の
は
そ
の

人
の
せ
い
だ
、
介
護
が
必
要
に

な
る
な
ら
家
族
で
面
倒
を
見
れ

ば
い
い
な
ど
と「
自
助
・
共
助
・

公
助
」と
政
府
が
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
謳
っ
て
い
る
よ
う
に
、
自
己

責
任
論
が
か
な
り
行
き
す
ぎ

て
い
る
世
の
中
に
な
っ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
憲
法
に
お
い
て
は
、

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
を
営
む
権
利
」は
、
国

が
保
障
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
の
憲
法
は
、
国
民
一

人
一
人
が
そ
の
人
ら
し
く
、
人

間
ら
し
い
生
活
を
暮
ら
せ
る
よ

う
に
政
治
を
行
う
よ
う
求
め
て

い
ま
す
。
本
来
は
、
国
民
の
面

倒
は
、
そ
の
人
自
身
や
家
族
が

見
る
の
で
は
な
く
、
国
が
見
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

障
害
や
高
齢
を
理
由
に
働
け
ず

生
活
が
苦
し
く
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
、
施
設
に
入
る
必

要
が
あ
れ
ば
そ
の
施
設
を
見
つ

け
る
こ
と
、
施
設
が
な
け
れ
ば

作
る
こ
と
、
病
気
に
な
れ
ば
お

金
が
な
く
て
医
療
費
を
負
担
す

る
こ
と
、
い
ず
れ
も
国
の
義
務

な
の
で
す
。
こ
う
し
て
み
る
と
、

「
自
助
」よ
り
も
前
に
、「
共
助
」

「
公
助
」が
先
に
あ
る
の
で
す
。

自
己
責
任
論
は
、
そ
の
人
に

機
会
が
与
え
ら
れ
て
初
め
て
成

立
す
る
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

誰
し
も
病
気
に
な
り
た
く
て
な

る
わ
け
で
も
な
い
よ
う
に
、
決

し
て
す
べ
て
本
人
に
原
因
が
あ

る
の
で
は
な
く
、
社
会
に
制
度

が
な
い
と
か
、
制
度
が
あ
っ
て

も
使
え
な
い
と
か
、
本
人
で
は

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
事

情
も
あ
る
の
で
す
。
社
会
の
責

任
を
本
人
の
責
任
に
し
て
は
い

け
な
い
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
の
日
本
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
歴
史
的
に
も
家

族
や
地
域
に
任
さ
れ
て
き
た
の

か
、
生
活
保
護
が
必
要
な
人
で

も
家
族
が
い
る
こ
と
を
理
由
に

断
念
さ
せ
ら
れ
た
り
、
施
設
に

入
る
必
要
が
あ
る
の
に
施
設
の

利
用
料
を
払
え
な
い
の
で
や
む

を
得
ず
家
族
で
介
護
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
り
、
病
気
を
押
し

て
働
い
た
り
、
治
療
費
が
高
額

に
な
る
か
ら
医
者
に
か
か
る
の

を
諦
め
た
り
す
る
人
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
家
族
が
限
界
ま
で

来
て
い
る
の
に
、
面
倒
を
見
さ

せ
た
た
め
に
、
一
家
心
中
や
虐

待
な
ど
痛
ま
し
い
事
件
が
今
で

も
絶
え
ま
せ
ん
。

日
本
国
憲
法
で
は
、
生
存
権

（
憲
法
25
条
）を
保
障
し
ま
し

た
。
工
場
や
会
社
で
働
く
よ
う

に
な
っ
た
頃
、
安
い
給
料
で
長

時
間
労
働
、
し
か
も
健
康
を
害

す
る
環
境
で
は
人
間
ら
し
い
生

活
が
送
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。

確
か
に
、
戦
後
か
ら
経
済
も

発
展
し
、
餓
死
す
る
人
や
住
居

の
な
い
人
は
減
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
生
き
物
と
し
て
生
き
て

い
れ
ば
い
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
心
を
持
っ
た
人
間
と
し

て
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
す
る
義
務
を
国
は
負
う
の
で

す
。と

こ
ろ
が
、
国
は
こ
れ
に
逆

行
す
る
政
治
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
自
助
・
共
助
・
公
助
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
自
己
責
任
論
を

強
調
し
、
生
活
の
面
倒
は
す
べ

て
家
族
任
せ
に
し
て
、
責
任
を

逃
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
社

会
保
障
関
係
費
は
年
々
減
ら
さ

れ
、
そ
の
一
方
で
外
国
か
ら
武

器
を
買
い
集
め
て
い
ま
す
。「
国

を
守
る
の
に
必
要
だ
か
ら
」と

言
っ
て
武
器
を
買
う
余
裕
が
あ

る
な
ら
、
国
民
の
生
活
を
守
る

た
め
に
お
金
を
使
っ
て
欲
し
い

で
す
ね
。

今
な
お
、
憲
法
、
生
存
権
が

生
か
さ
れ
た
政
治
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
暮
ら
し
に
憲
法
を
生

か
す
た
め
に
も
、
き
ち
ん
と
国

に
は
社
会
保
障
の
義
務
を
果
た

し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

シ
リ
ー
ズ

今今
、、な
ぜ
な
ぜ

日
本
国
憲

日
本
国
憲
法法
？？③③

憲
法
と
貧
困
対
策

－

憲
法
25
条
の
意
義

弁
護
士
法
人  

名
古
屋
南
部
法
律
事
務
所

弁
護
士

林

翔
太

【平針事務所】
名古屋市天白区平針２-８０８
ガーデンハイツ平針１階（平針駅２番出口から徒歩３分）
電話０５２-804-1251

名南会 法律相談
担当弁護士に相談できます 初回

相談のみ
無料

弁護士法人

名古屋南部法律事務所
名古屋市中区正木4丁目8番13号
金山フクマルビル3階（金山総合駅南口から徒歩3分）
電話０５２-６８２-３２１１

高畑アクセス法律事務所
中川区高畑2-110サンライズ第2ビル2階
電話 052-362-3731

※事前に電話予約が必要です。
※電話の際、名南会社員、名南会健康
　友の会会員である旨、申し出てください。

随 時（御相談に応じます）

１
項

す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む

権
利
を
有
す
る
。

２
項

国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障

及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

憲法25条
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現
在
通
院
さ
れ
て
い
る
病
院

に
も
相
談
さ
れ
ま
し
た
が
、
分
割

払
い
や
後
払
い
の
提
案
の
み
で
、

以
前
も
同
じ
よ
う
な
依
頼
を
し

た
こ
と
も
あ
り
、
何
度
も
相
談
も

し
に
く
く
な
り
、
当
院
で
無
低
診

利
用
さ
れ
、
受
診
さ
れ
た
事
例
で

す
。
経
済
的
な
問
題
が
解
決
す

れ
ば
、
近
隣
の
病
院
へ
の
受
診
を

再
開
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
金
銭

的
な
問
題
か
ら
、
治
療
を
中
断
さ

れ
、
病
状
が
悪
化
す
る
事
例
も
多

く
、
最
悪
手
遅
れ
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
休
業

等
の
た
め
、
収
入
の
減
少
が
あ
れ

ば
、
最
大
20
万
円
ま
で
貸
付（
無

利
子
・
保
証
人
不
要
）が
受
け
ら

れ
る「
緊
急
小
口
資
金
」制
度
が

あ
り
、
申
請
期
限
が
6
月
末
ま
で

延
長
さ
れ
ま
し
た
。
お
問
い
合
わ

せ
先
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
で
す
。

生
活
が
安
定
す
る
ま
で
の
一
時

的
な
受
診
や
、
内
服
だ
け
の
希
望

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
医
療
費
に

不
安
が
あ
る
方
は
、
名
南
病
院
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

名南診療所　事務長　竹内　さやか

コロナ禍の混乱の中で事務長の
ぼやき

❶病院でのクラスター発生により入退院が制限されることが続いた冬…
訪問看護ステーションきずなでは、患者さんの入院が必要となったとき、すぐに入院でき
る病院が見つからず、入院までの約1週間患者さんの生活を援助した事例がありました。
転倒を繰り返す方で、食事も自力で用意することが困難な方でした。スタッフ間で相談し、
転落予防と支援空間を確保するためにまずは室内の環境を整え、緊急時は看護師2名で
対応する体制を整えるなどし、早朝・深夜問わず頻回の訪問対応に追われました。スタッ
フで相談し実践した結果、骨折や受傷することなく入院日を迎えることができました。
県外への外出や旅行、外食も制限される生活となって2年以上過ぎました。1日でも早く
収束して、お出かけも当たり前だった日常に戻ることを願うばかりです。

❷政府はコロナワクチン接種を推奨していますが、ワクチン供給は非常に不安定で週単位
での納入数しか分からなく、納入の確定した期間でしか予約枠を作成できない状態が続
いています。モデルナ社製ワクチンではなくファイザー社製ワクチンを希望される方が比
較的多くいらっしゃるのですが、ファイザー社製ワクチンの供給が特に不安定なため困っ
ています。安定した供給となって、地域の方々の希望するワクチンをスムーズに接種でき
るように早くなるといいなと思います。

名南会では、看護師、介護職員はじめ、以下の職員を募集しています。
正社員では、ケアマネ、医療相談員、看護アシスタント、薬剤師、言語
聴覚士を募集しています。パート職員では、診療アシスタント、調理助
手、夜勤専門の看護師、薬剤師、生活援助員の職種になります。
就業場所、働き方、勤務条件や仕事内容などの詳細は担当者までお尋
ねいただきますよう願いします。

～職員募集のご案内～ 名
南
会
の
医
療
シ
リ
ー
ズ

生
活
が
安
定
す
る
ま
で
の

一
時
的
な
受
診
で
も

名
南
病
院
無
料
低
額
診
療
事
業

寄
せ
ら
れ
た
ご
相
談
⑤

44歳
女性

医療費に関するお問い合
わせ・ご相談はこちらの
ホームページまで

(後編）

名南ふれあい病院　リハビリテーション課
理学療法士　市川　裕二・角田　真澄

予防編  膝の痛み予防編  膝の痛み

今月はひざの痛みについて紹介していきます。

・階段の上り下りがつらい、正座ができない。
歩いていてひざが痛いと悩んでいる方は多くいます。
・ひざの痛みの多くは、ひざにかかる負荷によって
筋肉・骨・靭帯・関節包といった組織がいたむことで生じます。

・スポーツや運動で膝関節を駆使した人
・半月板・靭帯損傷、関節リウマチ、痛風等による
関節炎の既往がある人など

・太ももの筋力が低下している人   ・肥満傾向の人
・O脚、X脚の人   ・高齢の女性

出展：日本理学療法士協会ホームページ　理学療法ハンドブックより改編

立ち上がり、
歩き初めなど
動作開始時の
み痛む

安静時痛み、関
節変化、膝が伸
びにくく、歩行
困難。

初期
正座や階段の
昇り降り困難

中期 末期

O脚 X脚

ひざの痛みを予防して健康寿命をのばそう ①

変形性ひざ関節症になりやすい人

ひざの痛みの進行

ひざの痛みについて

来月号はひざの運動についてお伝えします。お楽しみに！

正座正座
昇り降

　４月23日㈯午前にわいわい広場にて「まちかど
なんでも相談所」を開催しました。
　当日は南部法律事務所の弁護士と名南病院の
ケースワーカー・看護師も参加し、２名の方のご相
談に応じました。また、健康相談、食材支援も同
時開催しました。
　名南病院地域は
次回７月に。名南
ふれあい病院地域
は６月24日に開催
予定です。

いのちや暮らしの相談お気軽に
名南病院地域

まちかど
相談所なんでも
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こちらから



コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
世
話
人
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
お
疲
れ
様

会
や
、
バ
ザ
ー
を
あ
わ
せ
て
開
く
よ
う
な
形
で
の
開
催
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
人
数
を
制
限
し
各
支
部
の
友
の

会
役
員
を
中
心
に
16
名
の
参
加
で
名
南
会
健
康
友
の
会

第
2
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
２
０
２
２
年
度
名
南
会
健
康
友
の
会
方
針
）

出
会
い
・
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
健
康
づ
く
り
を
す
す
め
、

コ
ロ
ナ
禍
を
と
も
に
の
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！！

２
０
２
１
年
7
月
に
名
南
健
康
友
の
会
と
中
川
健
康
友
の
会
が
ひ
と
つ
に
な
り
名
南
会
健
康
友
の
会
と

し
て
新
た
に
出
発
し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
1
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
相
変
わ
ら
ず
終
息
の

気
配
を
見
せ
ず
、
サ
ロ
ン
や
班
会
、
企
画
な
ど
多
く
の
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、
地
域
の
中
で
の
つ
な
が

り
が
希
薄
に
な
り
、
や
り
た
い
こ
と
が
出
来
な
い
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
な
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
み
ん
な

の
い
の
ち
と
健
康
を
守
り
、
仲
間
の
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
る
か
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
す
す

め
て
き
た
一
年
で
し
た
。

名
南
会
健
康
友
の
会
と
し
て
再
出
発
、
一
年
を
経
過
し
て
初
め
て
の
総
会

友の会友の会
総会報告総会報告

地
域
の
つ
な
が
り
を
拡
げ
、
困
難
に
寄
り
添
い
、

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
よ
う

２
０
２
２
年
4
月
23
日（
土
）
名
南
会
健
康
友
の
会

第
2
回
総
会

於
：
ふ
れ
あ
い
ヴ
ィ
レ
ヂ
２
階

総
会
の
初
め
に
、
２
０
２
１
年
度

名
南
会
健
康
友
の
会
会
長
の
北
方

茂
信
さ
ん
が
開
会
の
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
後
、
医
療
法
人
名
南
会
と
日

本
共
産
党
か
ら
来
賓
と
し
て
ご
参
加

い
た
だ
い
た
、
小
岩
朋
宏
専
務
理
事

と
高
橋
祐
介
前
名
古
屋
市
会
議
員
に

ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

名
南
会
健
康
友
の
会
で
は
こ
の
一

年
、
支
部
を
主
体
に
地
域
の
状
況
に

寄
り
添
っ
た
活
動
を
展
開
し
、「
ま

ち
か
ど
な
ん
で
も
相
談
室
」を
全
支

部
で
実
施
し
地
域
の
方
の
相
談
を
受

け
た
り
、「
子
ど
も
食
堂（
現
在
は

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
と
し
て
実
施
）」

で
は
広
く
つ
な
が
り
を
築
い
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
中
川
区
下
之
一
色
町

で
は
町
内
会
と
共
催
で「
買
い
物
支

援
」を
お
こ
な
い
、
名
南
病
院
地
域

支
部
で
は「
団
地
の
全
戸
訪
問
」、
緑

区
を
は
じ
め「
新
し
く
で
き
た
た
ま

り
場
を
地
域
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
し

て
い
く
」な
ど
多
く
の
取
り
組
み
を

工
夫
し
な
が
ら
進
め
て
く
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
す
す
め
て
い
く
中
で
、
利
用
さ
れ

る
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
さ
れ

る
方
々
と
信
頼
関
係
を
築
い
て
友
の

会
の
仲
間
増
や
し
を
前
進
さ
せ
、
ま

ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
各
支
部
の
一
年
の
取
り
組

み
を
報
告
に
ま
と
め
て
、
各
支
部
で

発
表
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

小岩専務挨拶高橋祐介
前名古屋市会議員挨拶

私
た
ち
は
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く

た
め
に
次
の
点
を
柱
に
２
０
２
２
年

度
の
活
動
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

1
）健
康
づ
く
り
：
み
ん
な
が

健
康
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の

取
り
組
み
を
す
す
め
て
き
ま
す
。

●
班
会
や
サ
ロ
ン
・
教
室
を
増
や
し

て
、
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を

名
南
会
と
協
力
し
て
進
め
ま
す
。

●
班
会
・
サ
ロ
ン
・
企
画
な
ど
交
流

の
場
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

●
健
康
診
断
を
よ
り
多
く
の
会
員
に

受
け
て
頂
け
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

2
）仲
間
づ
く
り
：
健
康
づ
く

り
や
助
け
合
い
活
動
を
通
じ
て

友
の
会
の
仲
間
を
増
や
し
て
い

き
ま
す
。

１
０
０
０
０
人
の
友
の
会
組
織
を

作
っ
て
い
く
た
め
に
次
の
取
り
組
み

を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

●
民
医
連
・
名
南
会
・
友
の
会
活
動

の
良
さ
を
伝
え
る
活
動
を
重
視

し
、
広
報
・
学
習
会
の
取
り
組
み

を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

●
班
会
や
サ
ロ
ン
な
ど
で
つ
な
が
っ

た
友
の
会
の
仲
間
と
の
つ
な
が
り

を
切
ら
さ
な
い
活
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

●
異
世
代
、同
世
代
の
交
流
の
機
会
を

作
り
、
た
く
さ
ん
の
世
代
の
方
が

友
の
会
活
動
に
関
わ
っ
て
い
け
る

よ
う
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

3
）共
同
の
ま
ち
づ
く
り
：
地

域
に
住
む
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
と

手
を
取
り
合
っ
て
、
ま
ち
づ
く

り
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

●
訪
問
行
動
や
ま
ち
か
ど
な
ん
で
も

相
談
室
等
の
取
り
組
み
で
、
地
域

の
み
な
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
困
難

に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
す
す
め
て

い
き
ま
す
。

●
助
け
合
い
の
取
り
組
み
を
地
域
の

み
な
さ
ん
と
共
に
す
す
め
て
い
き

ま
す
。

●
緑
・
天
白
地
域
で
の
名
南
会
事
業

所
づ
く
り
を
名
南
会
と
共
同
し
て

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

4
）ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

や
地
域
の
声
を
聞
く
活
動
や
学

習
を
通
じ
て
、
い
の
ち
と
平
和

を
ま
も
る
活
動
を
す
す
め
て
い

き
ま
す
。

●
社
会
保
障
を
よ
く
す
る
運
動
、行
政

や
政
治
に
直
接
訴
え
る
活
動
な
ど

取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

●
い
の
ち
や
健
康
を
脅
か
す
最
大
の

要
因
で
あ
る
戦
争
や
そ
れ
に
関
わ

る
政
策
に
反
対
す
る
取
り
組
み
を

す
す
め
て
い
き
ま
す
。

●
私
た
ち
の
生
活
を
守
る
力
を
つ
け

る
た
め
に
、社
会
情
勢
を
学
ぶ
学
習

会
を
企
画
・
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

北方会長挨拶

名南病院地域報告
丸田さん
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■
特
別
決
議  

■
■
■
■

「
ロ
シ
ア
は
戦
争
や
め
よ
」の
国
際

世
論
で
包
囲
し
、
今
こ
そ
日
本
国
憲

法
生
か
す
世
論
と
運
動
を
強
め
よ
う

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

に
対
し
、
世
界
中
か
ら「
戦
争
や
め

ろ
」の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
国

内
外
で
無
数
の
デ
モ
や
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
が
取
り
組
ま
れ
、
S
N
S
に
も

「N
O
 W

A
R

」の
声
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。

プ
ー
チ
ン
政
権
は
、
病
院
や
学
校

な
ど
も
破
壊
し
、
罪
な
き
市
民
の
命

を
奪
う
暴
挙
に
出
て
い
ま
す
。
し
か

も
、
原
子
力
発
電
所
を
攻
撃
し
、
外

部
か
ら
の
電
力
供
給
を
切
断
す
る
な

ど
、
世
界
規
模
の
大
惨
事
に
な
り
か

ね
な
い
事
態
も
迫
っ
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
行
為
は
、
国
連
憲
章
や

国
際
法
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
り
、

い
か
な
る
言
い
訳
も
通
用
し
ま
せ

ん
。
戦
闘
を
直
ち
に
や
め
、
無
条
件

で
撤
退
す
べ
き
で
す
。

国
際
社
会
に
お
け
る
紛
争
を
解
決

す
る
た
め
、
武
力
に
訴
え
る
こ
と
を

許
さ
な
い
世
論
は
、
世
界
の
大
勢
で

す
。
憲
法
９
条
を
生
か
し
た
平
和
外

交
こ
そ
、
紛
争
の
平
和
解
決
に
向
け

た
、
日
本
政
府
が
と
る
べ
き
態
度
で

す
。

一
方
で
、
ロ
シ
ア
の
侵
略
を
口
実

に
、自
民
党
や
維
新
の
会
な
ど
か
ら
、

「
憲
法
９
条
で
は
国
は
守
れ
な
い
」

「
米
軍
と
核
兵
器
を
共
有
す
べ
き
」な

ど
の
発
言
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
岸

田
政
権
は
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有

の
検
討
を
表
明
し
、
衆
院
憲
法
審
査

会
が
連
続
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
改
憲

論
議
も
一
気
に
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
蛮
行
が
明
ら
か
に
し
た

の
は
、「
軍
事
」対「
軍
事
」の
対
応

で
は
国
民
の
生
命
・
財
産
は
守
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
敵
基
地
を

攻
撃
す
れ
ば
、
反
撃
を
受
け
て
全
面

戦
争
に
な
り
、
攻
撃
の
抑
止
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

日
本
国
憲
法
に
は「
再
び
侵
略
国

家
に
な
ら
な
い
」と
の
決
意
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
改
憲
策
動
や
核
武

装
の
動
き
を
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
憲
法
が
生
き
る

社
会
を
求
め
世
論
と
運
動
を
広
げ
る

時
で
す
。「
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い

全
国
署
名
」で
対
話
を
広
げ
、「
戦
争

反
対
」「
憲
法
守
れ
」の
声
を
広
げ
ま

し
ょ
う
。

（
２
０
２
２
年
３
月
26
日

医
療
法
人
名
南
会

第
58
回
定
時
総
会
特
別
決
議
）

２
０
２
２
年
４
月
23
日

名
南
会
健
康
友
の
会

第
２
回
総
会

特別決議報告
丸田さん

緑支部報告
鈴村さん

ほんわか食堂報告
松土事務局員

ふれあい病院地域報告
中村さん

中川診療所地域報告
北村さん

名
南
会
健
康
友
の
会
は
ロ
シ
ア

プ
ー
チ
ン
政
権
に
よ
る
ロ
シ
ア
侵
略
に
抗

議
し
て
、
医
療
法
人
名
南
会
と
と
も
に
声
明
を
挙
げ
る
特
別
決
議
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

ロ
シ
ア

プ
ー
チ
ン
政
権
に
よ
る

侵
略
行
為
に
抗
議
し
て（
特
別
決
議
）

名南診療所地域報告
川瀬さん

天白支部報告
加藤さん

名南会健康友の会　2022年度役員体制について
2022年度名南会健康友の会は次のメンバーを

役員に活動をしていきます。

2022 年度　役員体制（敬称略）
役職 氏　名 推薦・所属支部
会長 北方　茂信 名南診療所地域 支部
役員 長谷川　ちとせ 名南病院地域 支部
役員 牧野　尚子 名南病院地域 支部
役員 丸田　須美子 名南病院地域 支部
役員 山田　晶子 名南病院地域 支部
役員 中村　朝子 名南ふれあい病院地域 支部
役員 川瀬　晶雄 名南診療所地域 支部
役員 青木　好子 緑 支部
役員 菊池　啓子 緑 支部
役員 近藤　睦美 緑 支部
役員 加藤　平雄 天白 支部
役員 北村　晴美 中川診療所地域 支部
役員 高尾　恭作 中川診療所地域 支部
＊年度中も支部の推薦により役員を随時増員していく予定です。

方針案報告
北方会長

名
南
会
健
康
友
の
会
初
の

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
を

　
　
開
催
し
ま
す
!!

今後のスケジュール今後のスケジュール

７月

大会開催要項発表。（名南新聞
7月号に詳細をお知らせします。）
参加を希望される方はチーム
編成を進めてください。

８月
参加チーム申し込み開始。
（参加多数の場合は先着順となる
予定です。）

10月 大会開催10月 大会開催
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※ 今後のコロナ感染状況によって中止になる場合もございますので、ご了
承ください。

２
０
２
２
年
６
月
予
定
表

日 /曜日 班 会 班会内容 班会場所

名

南

ふ

れ

あ

い

病

院

地

域

２日（土）13:00～ ひまわり班 いつでも元気 会員宅

１３日（月）14：30～ 滝の水班 簡単な体操 会員宅

1５日（水）13:30～ なでしこ班 いつでも元気 呼続はみんぐ歯科２F

1７日（金）14：30～ 桶狭間班 未定 桶狭間公民館

1８日（月）14:00～ 東部班 未定 徳重コミセン

２１日（火）14:00～ コスモス班 茶話会 会員宅

2３日（木）14：00～ 中村班 脳トレ ふれあいヴィレヂ

未定 14：00～ 大高班 未定 森の里集会所

未定 大清水班・たんぽぽ班 未定

未定 有松・太子班 未定

豊田ふれあい班、健康麻雀班・カラオケ班、豊田地域班はおやすみです。
第１・３
火曜日

13：30～
ボッチャ健康サロン ボッチャ 豊田コミセン

第１
火曜日 14：00～ 太極拳 太極拳 みどりの広場

第2
木曜日

10：０0～
大磯ボッチャチーム ボッチャ 大磯コミセン

第３
木曜日 14：00～ ヨガ健康体操 ヨガ みどりの広場

第２火曜日
第３木曜日 14：00～ にこにこ体操 体操 みどりの広場

中
川
診
療
所
地
域

1２日（日）ひなた班 ひなたホール

２１日（火）14：00～ たんぽぽ班 野の花の生け花
を楽しむ

毎週
水曜日 15：00～ さわやか体操班 中川診療所　

友の会ルーム
第２・３
木曜日 13：00～ 絵手紙教室 中川診療所　

友の会ルーム
囲碁の会、ヨガ班はおやすみです。

サ
ロ
ン
た
ま
り
場

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、サロンはしばらくお
休みとさせていただきます。

日/曜日 班 会 班会内容 班会場所

名

南

病

院

地

域

２日（木）13：30～ 道徳地域合同班会 脳トレ 名南わいわい広場

１３日（月）14：00～ スマホ教室 名南わいわい広場

2３日（木）9：30～ 新三条班 脳トレ 会員宅

2７日（月）14：00～ 白鳥丸班 未定 会員宅

囲碁教室、着付け教室はお休みです。

第2・3
水曜日

10：00～16:00
わいわいちくちく（趣味の会） 名南わいわい広場

第1・3
火曜日

10：00～ 
100歳体操班 名南わいわい広場

第2・4
火曜日

9：０0～ 
わいわいボッチャチーム ボッチャ 名南わいわい広場

第4火曜日 13：30～ ちぎり絵教室 名南わいわい広場

毎週
火・水・金曜日 13：00～ 歌謡舞踊教室 歌謡舞踊 名南わいわい広場

名
南
診
療
所
地
域

６日（月）14：00～ 中根班 東中根公民館

1５日（水）13：30～ コーポラス班 コーポラス集会室

17日（金）14：00～ ひよこ昼班 たまり場ひよこ

２１日（火）13：30～ 豊北・診療所合同班 伝馬コミセン

２７日（月）14：00～ 北原班 たまり場ひよこ

未定 14：00～ 健康サロン遠源 名ブロ

名南診健康体操、絵手紙班、編み物同好会、絵手紙教室はおやすみです。

第2・4
火曜日

10：00～ 
トスカ健康体操

100歳体操・
スマイル体操 伝馬コミセン

第2・4
金曜日

13：30～ 
ボッチャを楽しむ会 ボッチャ 伝馬コミセン

第
1
部
、
名
南
病
院
の
加
藤
晃
佑

先
生
よ
り「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
糖
尿
病
患

者
さ
ん
の
動
向
日
常
生
活
で
気
を
付

け
る
こ
と
」の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

先
生
は
、「
生
活
習
慣
病
」「
日
本
に

お
け
る
糖
尿
病
の
状
況
」「
糖
尿
病
予

防
」な
ど
話
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
の
質

問
1
つ
1
つ
に
丁
寧
に
答
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

第
2
部「
総
会
」で
、「
天
白
支
部
２

･

３
年
目
の
取
り
組
み
と
今
後
に
つ
い

て
」報
告
し
ま
し
た
。
●
会
員
が
58
名
増

え
現
在
１
６
９
名
に
●
高
坂
班
を
結
成

●
相
生
班
は
、
隔
月
で
15
回
開
催
●
会
員

訪
問
、
特
定
健
診
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
送

迎
な
ど
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
４
年

目
に
向
け
、
新
班
の
結
成
、
健
康
教
室
の

開
催
、
施
設
見
学
な
ど
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
会
員
拡
大
を
頑
張
り
、
診
療
所
・

居
宅
事
業
所
な
ど
名
南
会
、
緑
支
部
と
共

同
し
て
実
現
目
指
す
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

総
会
に
は
、
こ
れ
ま
で
ニ
ュ
ー
ス
が

届
い
て
い
な
か
っ
た
方
も
参
加
さ
れ
、

27
名
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

天
白
支
部
支
部
長

加
藤

平
雄

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

生
活
習
慣
病
」の
記
念
講
演

名
南
病
院

加
藤

晃
佑
医
師

４
月
17
日（
日
）天
白
支
部
第
3
回
総
会
で
名

南
病
院
の
加
藤
晃
佑
医
師
に
よ
る「
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
生
活
習
慣
病
」の
記
念
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
デ
ー
タ
を
も
と
に
主
な
死
因
の
5
割

が
生
活
習
慣
病
が
関
連
し
て
い
る
と
話
さ
れ
、

糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
な
ど
が
ど
の
よ

う
な
病
気
な
の
か
、
ど
の
よ
う
に
予
防
す
れ
ば

よ
い
の
か
幅
広
く
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、「
糖
尿
病
は
遺
伝
な

の
か
？
」「
糖
尿
病
の
判
定
数
値
に
つ
い
て
」な

ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、
質
問
者
の
顔
を
し
っ
か

り
と
見
て
質
問
1
つ
1
つ
に
丁
寧
に
答
え
て
い

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

天
白
支
部

天
白
支
部 

第第
33
回
総
会
を
開
催

回
総
会
を
開
催

4
月
17
日（
日
）
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2022年6月より

月・水・木・金の午後
火の午後

月・水・木・金の午前、第3土の午前

中川診デイケアひまわり
（月）～（土）

デイサービス庵
名南診通所リハビリ

（月）～（土）
（月）～（土）9：30～15：50

9：30～16：40

9：30～15：40

内科・小児科・呼吸器内科

内科・外科・小児科・呼吸器内科・整形外科・
リハビリテーション科・放射線科

　※ 土曜日午前診　第１赤澤医師、第２藤田医師、第３赤塚医師、第４･５渡邊医師

大森

大森
大森・久保田
大森・青山

名市大（上村）
大森

大森・土井

名市大（西脇）
劉・大森
大森

大森

早川
青山青山

内科医※
曜　日
午前診

午前（訪問診療）
午後（訪問診療）

小松
外科（早川）

こころと発達 吉岡モモ
名市大（羽柴） 小林

もの忘れ外来
（家田・福岡）

（古田）
リハ外来（早川）

小松
外科（岡根） 村松/小松

※月・木・金の皮膚科は9：00～11：30
＊リハビリ・物療の夜診： 水曜日・金曜日

TEL 694-7203 FAX 692-7092

TEL 309-3013 FAX 309-3014 TEL 301-7705 FAX 309-3014

TEL 698-7307 FAX 698-7308

名南病院では毎日夜 20時 30分まで救急外来を実施しています。
名南病院では、日曜日・祝日の８時 30分から 20時 30分の間、救急外来を実施しています。急病でお困りの際は、お電話でご連絡頂き、救急外来をご利用下さい。
（夜診が休診の火・木曜日、午後から休診の土曜日も、
 20 時 30分まで救急外来を実施しています）

山口（訪問診療）
名市大（山邊）

山口

山口

名市大（海老名）

山口
藤田
山口

曜　日

午前診　　

午　後
夜　診

※2 山口/
（名市大･金光）

1診
2診

山口
名市大（松永）

山口
名市大（山川）

山口※1
名市大（加藤）※3
吉岡モモ（小児科）

内科
内科
内科
内科
内科  5

三宅
中島

（西村由理子）
（早川幸博）

小南
髙木万
青山
（多湖）

小南
伊藤春見
名市大（前田）
（西村由理子）

黒田
（加藤晃佑）
（伊藤有史）
名市大（松永）

三宅
蔭山

名市大（林）
名市大（間所）

中島
黒田

（井汲）
（内科医）

三宅
名市大（藤吉）★
山本

（長尾）

小南
髙木

（西村英哉）
名市大（加藤）

泌尿器（湯口）

整形（片山・神原）

鈴木（乳腺・甲状腺）■
早川

整形（鈴木・寺部）

鈴木（乳腺・甲状腺）■
岡根◎

第2・3のみ整形（高木英）

内科医交替
内科医交替
非常勤医師☆
☆水野、桜井、太田、
和田 交替で

吉岡 （森由佳） 吉岡 吉岡 吉岡
皮膚科（安田）
早川

整形（竹中）●

鈴木（乳腺・甲状腺）
皮膚科（安田）
整形（長谷川）
予防接種：森由佳（第1）・吉岡（第3）
三宅（糖尿病）
蔭山（糖尿病）
加藤（糖尿病）
内科医（内科外来）

鈴木

整形（竹中）●

鈴木◆

整形（長谷川）
小林（ものわすれ外来）
こころと発達
吉岡モモ

（第1、2、4、5）

こころと発達
吉岡モモ（第1、3）

皮膚科（安田）▲
早川

整形（長谷川）

鈴木（乳腺・甲状腺）（隔週）

整形（竹中）●

外科
外科
外科

小児科

内科 1
内科 2
内科 3
内科 4
内科 5
外科 1
外科 2
外科 3

長谷川
（リウマチ）
竹中

（ギプス・骨粗鬆症）

●整形（竹中）11：00ま
で、その後病棟回診

▲皮膚科10：30まで、
その後訪問診療

★17：30～心エコー、
　18～19：30診察

◆鈴木（乳腺・甲状腺）
　→隔週

■鈴木（乳腺・甲状腺）
　→水・金隔週
◎岡根→隔週

住宅型有料老人ホームひなた住宅型有料老人ホームひなた住宅型有料老人ホームひなた住宅型有料老人ホームひなた住宅型有料老人ホームひなたヘルパー　 ひなたヘルパー　 ひなたヘルパー　 ひなた

※1 第2・4週は休診
※2 土曜日 　第1・3・5：金光　第2・4：山口　※3 午前の加藤医師は5月から
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同じアヤメ科に属し、よく似た花に、アヤメ・カキツバタがあり、６月に花
を咲かせます。

第190回

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
3
名
の
方
に
図
書
券
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

【
応
募
要
項
】締
め
切
り
6
月
30
日（
木
）
※
答
え
を
ハ
ガ
キ
で
左
記
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

〒
4
5
7
ー
0
8
4
1

名
古
屋
市
南
区
豊
田
五
丁
目
15
ー
18

名
南
会
本
部
事
務
局

パ
ズ
ル
係

「
め
い
な
ん
」新
聞
へ
の
感
想
や
近
況
な
ど
を
ぜ
ひ
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
詩
・
短
歌
・
マ
ン
ガ
・
写
真
な
ど
の
投
稿
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

５
７
2
号
の
答
え
は「
ハ
ル
サ
メ
ヤ

オ
オ
ア
ク
ビ
ス
ル

ビ
ジ
ン
カ
ナ
」。
33
通
の
応
募

が
あ
り
、
31
通
正
解
。

（
当
選
者
）
山
田

正
信
さ
ん（
南
区
弥
次
ヱ
町
）、
花
井

貞
子
さ
ん（
瑞
穂
区
大
喜
町
）、

　
　
　

   

津
村

文
子
さ
ん（
港
区
木
場
町
）

出題　菊入　元久
（南区内田橋）

よこのかぎ
1  「〇〇〇〇浄土」仏教で、西の方向にあるとされている阿弥陀仏の浄
土。極楽浄土。

5  体は魚形で体長４メートル前後以上の哺乳類。潮を吹く。
8  馬肉のスキヤキ
10 「内○○」内部の事情・ことがらをいう。本当の姿。
11 「は〇〇い・ソ○○テス・ウ○○イナ」
12 子ども達が２５周年を記念し、「「〇〇〇〇式」をあげてくれました。
15 幼児語で魚のこと
17 隣家の火事でもらい火しました
20 「〇〇は急げ」良いことはためらわずに行えという意味です。

21 堤防
22 何代も続いて繁盛し、信用されている店。
23 装置、からくり。「種も○○○もない」
25 三大成人病とは悪性新生物（○○など）、心疾患、脳血管疾患のこと

です。
26 俗に警察のことをいう。
27 箱に物を詰めること。「〇〇〇〇して出荷する」

C

【パズルの解き方】クロスを解いてA～Fにはいる文字を順に
並べて、出来た言葉を答えてください。
A B C D E F

A

ヒ ン ト

た
て
の
か
ぎ

1

気
持
ち
が
と
げ
と
げ
し
く
な
る
こ
と

2

物
品
の
値
段
を
問
う
こ
と
ば
。「
こ
の
商
品
は
、
お

○
○
○
で
す
か
？
」

3

う
そ
を
つ
く
こ
と
。
ま
た
そ
の
話
。

4
「
〇
〇
〇
の
ぼ
り
」物
価
・
温
度
・
地
位
な
ど
が
、
ぐ

ん
ぐ
ん
上
が
る
た
と
え
。

6

自
分
で
自
分
を
ほ
め
る
こ
と
。

7

興
行
の
終
わ
り
を
い
う
時
も
あ
る
。
「
千
秋
○
○
」

の
略
。

9

外
出
時
に
持
っ
て
い
く
食
事
で
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
、
家
庭
に
持
ち
込
む
割
合
が
多
く
な
っ

て
き
た
。

13

過
去
に
都
が
お
か
れ
た
場
所
の
こ
と
。
京
都
・
奈
良
・

鎌
倉
市
な
ど
。

14

無
作
法
な
こ
と
の
さ
ま
。
無
礼
。

16

コ
ロ
ナ
が
終
わ
れ
ば
、
癒
し
を
求
め
て
、
人
々
が
集
ま

る
場
所
で
し
ょ
う
。浴
用・飲
用
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

18

大
声
で
し
か
り
つ
け
る
こ
と

19

物
事
・
勝
負
の
な
り
ゆ
き
を
視
察
す
る
こ
と

20

マ
ヌ
ガ
イ
科
の
イ
シ
ガ
メ
の
子
ガ
メ
の
俗
称
。
甲
が

丸
く
、銭
に
似
て
い
る
の
で
こ
の
名
が
つ
い
た
。

23

そ
れ
と
な
く
教
え
る
こ
と
。
ま
た
そ
の
教
え
。

24

肉
食
性（
共
食
い
も
す
る
）の
軟
体
動
物
。
墨
を
は

い
て
、身
を
守
る
。

B

F

D E

日
本
国
憲
法
シ
リ
ー
ズ

　
　（
素
敵
な
出
合
い
）を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

「
今
、
な
ぜ
日
本
国
憲
法
？
①
」を
読
み
ま
し

た
。
法
律
改
正
制
定
と
憲
法〝
改
憲
〞の
違
い

が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
人
権
保
障（
個
人
の

尊
厳
）の
た
め
の
最
高
法
規
、
日
本
国
憲
法
シ

リ
ー
ズ（
素
敵
な
出
合
い
）を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

南
区
東
又
兵
エ
町　
　

小
早
川

弘
江

さ
ん

世
界
中
、

笑
顔
で
暮
ら
し
、平
和
で
こ
そ

毎
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
悲
惨
な
ニ
ュ
ー
ス
を
見

た
り
読
ん
だ
り
し
ま
す
。
一
日
も
早
く
終
わ
り
、

心
か
ら
平
和
を
祈
り
ま
す
。
こ
の
四
月
、
身
内
で

は
、
大
学
卒
業
・
大
学
入
学
・
小
学
新
一
年
生
、

喜
び
事
が
重
な
り
ま
し
た
。
平
和
で
こ
そ
で
す
。

世
界
中
、
笑
顔
で
暮
ら
し
、
い
つ
ま
で
も
続
き
ま

す
様
に
。昭

和
区
御
器
所　
　

吉
田

秀
美

さ
ん

後
期
高
齢
者
医
療
、

保
険
料
い
く
ら
に
な
る
か
心
配
…

二
年
前
、主
人
が
後
期
高
齢
者
に
な
っ
た
時
、

国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

な
り
、
保
険
料
が
３
倍
以
上
に
な
り
、
間
違
っ

て
な
い
か
区
役
所
に
電
話
し
ま
し
た
。
昨
日
、

私
も
75
歳
に
な
り
、
保
険
料
が
い
く
ら
に
な
る

か
、
と
て
も
心
配
で
す
。
健
康
保
険
と
介
護
保

険
が
年
金
の
額
を
か
な
り
減
ら
し
て
い
ま
す
。

南
区
豊　
　

畔
柳

恵
子

さ
ん



む    し   ば ゼロ

歯についてのご相談・診察予約は

医療法人はみんぐ
〒457-0843 名古屋市南区忠次1丁目1番1号

℡052-691-6480
〒457-0016 名古屋市南区汐田町3-15

℡052-811-4182

歯科医師・歯科衛生士募集中！
奨学金制度あります！
お気軽にお問い合わせください!!

  作  り  方 

①小葱、みょうがはみじん切りにします。アジは薄切りにします。

②①とすり下ろし生姜、みそを加えて包丁で細かくなるまでたた
きます。

③8等分にして大葉で包み、形を整えます。
④フライパンにサラダ油をひいて中火で熱し、③を並べて焼きま
す。両面に焼き色がつき、中まで火が通ったら火からおろします。
⑤お皿に盛り付け、お好みでレモンを添えて完成です。

6月はみょうがや大葉が旬の野菜でアジもおいしい季節になります。香味野
菜のさわやかな風味が食欲をそそります。ご飯のおがずにもお酒のおつまみ
にもおすすめの一品です。健康ポイント

名南病院　栄養課
調理師　都築 智也

アジの
さんが焼き

 材 料（2人分）

アジ（3枚おろし）……… 2尾
すり下ろし生姜…… 大さじ１
小葱……………………… 1本
みょうが……………… 1/2個
白味噌…………… 大さじ1.5
大葉……………………… 8枚

エネルギー  239kcal（合計）
食塩相当量      3.9g（合計）

投 稿作品

橋抗岩の日の出を見る為、
一時間、チャンスを窺って
いた時が思い出されます。

みんな
からの

お写真と一緒に、素敵な手芸作
品も投稿していただきました♪

南区三吉町　横地　由仁さん

歯科衛生士
　松下　早苗口は健康の入り口シリーズ 131 フッ素塗布が65歳以上の虫歯予防に拡大

フッ素は、市販の歯みがき剤にも多く配合され
ており、歯のエナメル質に作用して虫歯予防効果
と虫歯進行防止に効果を発揮してくれます。
フッ素は乳歯や生え変わったばかりの永久歯

に塗布することで、虫歯になりにくい歯をつくる
ために長年使われています。しかし、一部保険で
できますが、ほとんどは自費か歯科医院のサービ
スとして実施されています。
65歳以上のフッ素塗布は、これまで在宅への

往診患者さんのみ保険で塗布することができま

したが、この4月の診療報酬改定で在宅療養患者
に加えて外来受診される65歳以上の患者さんへ
も拡大されました。高齢期によくみられる「根面
齲蝕（歯の根元のむし歯）」の予防効果が期待でき
るとしたものです。
根面齲蝕とは、だんだんと歯ぐきが下がって歯
根の表面が露出した状態になった根元のところが
虫歯になることです。エナメル質に覆われていな
い歯の根元は虫歯になりやすく、また、唾液の分
泌量が少なくなることによっても虫歯になりやす

いと考えられます。保険の負担
割合に応じて100～300円ほ
どの窓口負担はありますが、歯科で塗布するフッ
素は市販の歯みがき剤にくらべてフッ素濃度が高
いので、虫歯予防
効果はより期待
できます。

第1号議案　入退社員承認の件
入退社員数を確認し、社員総数956名の承認

第2号議案
2022年度活動方針及び事業計画承認の件
（2022年度事業計画の重点課題方針について）
①事業所での感染対策を徹底し、患者・利用者
さんと職員を守り抜き、「人権の砦」として
コロナ禍の医療・介護活動を発展させてい
きます。
②平和憲法を守り抜き、人権と公正の視点で、
いのちとケアが大切にされる社会の実現を
めざします。

③経営と管理の改善を進め、第8次長期計画に
もとづく毎月の予算達成重視し、今後の名南
会の展望をつくり出していきます。
④コロナ禍だからこそ名南会と健康友の会の
共同を大きく広げ、無差別・平等の地域包括
ケアと安心して住み続けられるまちづくり
を進めていきます。
⑤医師をはじめとした職員確保を強め、民医連
綱領と民医連総会方針を確信に職員育成と
職場づくりを進めていきます。

第3号議案
2022年度基本予算承認の件

　2020年度基本予算は、経常利益249,713
千円（経常利益率4.7%）、2021年度実績見込
比は△48,539千円（83.7%）、2021年度予算
比+41,279千円（119.8%）とする。事業収益
は5,304,945千円とし、事業費用は2021年
度実績見込比103.0%とする。設備投資は1億
円、地域資金は純増5,000万円を目標に募集
目標額は1億2,000万円とする。

第4号議案
2022年度借入金最高限度額決定の件
　本法人の2022年度借入金最高限度額を70
億円とする。

医療法人名南会　第５8回定時社員総会　概要

　三宅隆史理事長より挨拶を受け、小岩専務理事より議案提案・討議の後、議案は全
て全員賛成で採択されました。

2022年3月26日（土）金山・労働会館本館　午後14時～15時10分
出席社員総数は612名（出席40名、委任状出席572名）。

採択された議案 第58回総会
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